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個人研究

中国語オンラインチャットにおける「互怼（Hudui）」について：
「叩き合い」を介した親密さを中心に

儲　叶明（儲　葉明）

要 旨

本稿は、中国語友人同士のオンラインやりとりにおける、遊びの叩き合いと
しての「互怼（“Hudui”）」を取り上げ、それがどのように実践されているかを記
述し、さらに「互怼（“Hudui”）」を通して中国語の対人コミュニケーションを論
じるものである。その結果、「互怼（“Hudui”）」連鎖には、①“initial” と “counter”
というペアとしてのやりとり、②記号資源の形態は異なるものの、“counter” の
発話では、参与者が先行文脈における “initial” の発話をエスカレートして返し
ていること、③対を為し、（絵文字、GIFを含む）多様な記号資源によって共同
構築されている、という３点の特徴があることを明らかにした。また、中国の社
会文化的コンテクストの中で日常的に生起するこうした「叩き合い」の背後に
は、「親しき仲こそ礼儀なし」という中国社会の対人コミュニケーションの規範
性の存在の可能性があることを論じた。

キーワード：中国語、対人コミュニケーション、オンライン、遊びの攻撃

１．はじめに

人々がことばを用いて何を為すかを考えた時に、誰かとコミュニケーショ

ンをとることが真っ先に思い浮かぶだろう。ことばを使用して対人関係の

遠近を調整することは、これまでも少なからず議論されている（Brown & 

Levinson 1987、滝浦2013など）。特に近接的な対人コミュニケーションにお

いて、「わたしとあなたが近い」という「親密さ」を表すには、けっして 

「丁寧なことばづかい」だけでは達成できないと指摘されている（滝浦

2013：ix–x）。滝浦（2013：v–xi）は、近代国家に相応しい標準語としての

日本語は、場面に大きく左右されずに使用できる挨拶、敬語を発達させ、「安

心のコミュニケーション」を形成させた反面、「『親しく交わる』ことばを発

達させてこなかった」ことを指摘している。そのため多様な言語・文化集団
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の中で、「親密さ」がことばを通してどのように表出され、実践され、創出

されているかに注目することで、日本語コミュニケーションのあり方につい

て考え直す礎となる。儲（2019）による談話完成テストの調査では、聞き手

が社会的規範から逸脱した行動を起こした場面において、中国語母語話者が

日本語母語話者に比べて聞き手との関係性に基づく「冗談/皮肉/からかい」

や「悪態/罵り」のストラテジーを有意に多用していることが統計的手法に

基づいて明らかになった（pp. 68–69）。

以上の背景を踏まえ、本稿では日本語コミュニケーションと異なる性格を

持つと指摘されている（曲・林2010、儲2019）中国語コミュニケーション

を考察する。具体的には、近年注目されつつある遊び的な「叩き合い」（後

述する）としての「互怼（“Hudui”）」の実践（Zhao 2020）を取り上げ、中

国で最も多く使用されているインスタントメッセンジャーであるWechat （1） 

チャットにおける「互怼（“Hudui”）」の特徴を指摘し、その背後に見えかく

れする中国語コミュニケーションの特徴を分析する。

２．中国語オンラインコミュニケーション

２．１　中国語オンラインコミュニケーションをめぐる先行研究

中国語によるオンラインコミュニケーションでは、皮肉、揶揄を含めた

遊戯性のある表出の顕著さが指摘されている（Yu, Asur, & Huberman 2011、 

Zhang, Tao, & Kim 2014、Ge & Gretzel 2017、Qiu, Chen, & Haugh 2021）。

例えば、Yu, Asur, & Huberman（2011）、Zhang, Tao, & Kim（2014）によると、

世界中のツイッターのユーザーに比べて、中国の「微博（Weibo）」 （2）のユー

ザーにおいては、より面白い話、写真、動画などの共有、それからユーモア

や冗談などの多用が特徴的であり、また同じグローバル企業が中国のWeibo

でより軽快なコミュニケーションスタイルを志向しているとされる（Yu, 

Asur, & Huberman 2011：8、Zhang, Tao, & Kim 2014：237）。同じく中国ユー

ザーのソーシャルメディアの使用を分析した Ge & Gretzel（2017：110）で

は、中国のウェブでは、例えば英語の “Alexander” の発音に中国語の表現

“yalishanda”（压力山大、漢字は筆者による）をあて、プレッシャーが非常
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に大きいことを揶揄する表現など、中国のウェブコミュニケーションにおけ

る創出的な流行語、流行する文体としての「流行体」の使用が文化人類学

者のマリノフスキーが提唱したことばの「交感的機能」を果たしているこ

とが指摘されている。また、大学同僚のWechatグループチャットの会話に 

おける「冗談的お世辞（“Jocular flattery”）」（和訳は筆者による、以降の英

語、中国語の和訳についても同様である）を取り上げて検討した Qiu, Chen, 

& Haugh（2021）では、ピアノコンクールの準決勝に優勝した同僚の子供 

を「一代钢琴大师」（当代のピアノの巨匠）とほめたり、大学で「講師」

の身分である同僚を「教授」とおだてたりすることが挙げられ（pp. 231–

232）、こうした「冗談的お世辞」には、中国社会において送り手による、受

け手との円満な関係性の強化と維持への志向性が反映されていることが指摘

されている（p. 239）。

さらに、中国のオンラインコミュニケーションにおける図画的な資源の

使用の特徴として、特定の人物の表情の写真を、ネットユーザーが自ら加

工した「恶搞表情（egao biaoqing）」（悪戯の表情）や、「暴走表情（baozou 

biaoqing）」（暴走する表情）といった類の「表情包（biaoqing bao）」 （3）の使

用が注目され、それを利用し、画像だけで対立的な遊びを実現する「斗图

（doutu）」（画像バトル）の実践が挙げられる（王燕飞2018、王明漩2018、注

音は筆者による）。こうした遊戯性を志向するオンラインコミュニケーショ

ンは、投稿内容や語彙だけではなく、具体的な言語実践の連鎖にも反映さ

れている。例えば、中国のソーシャルネットワークサービスの Q-zone （4）に

おける投稿とそのコメントに注目し、そこで交わされる友人同士の「互怼

（“Hudui”）」の連鎖を取り上げて分析したのが Zhao（2020）である。

２．２　遊び的な叩き合いとしての「互怼（“Hudui”）」連鎖

Zhao（2020）によると、中国語の「怼（dui）」という漢字は古典では「怨

（yuan）」（日本語で「恨み」、白水社中国語辞典オンライン）という他者に

向けた怒りや憤慨といったネガティブな感情を表していた。その意味がイ

ンターネットの普及と流行に伴って多様化し、本来の名詞用法より次第に
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動詞用法として認識され、「叩く（“hit”）」、「からかう（“tease”）」、「非難

（“criticize”）」と様々な意味を含むようになったという（p. 48）。そこに「相

互」の意味を表す中国語の「互」を加えたものが「互怼（“Hudui”）」である

（p. 48）。和訳するならば「叩き合い」 （5）となる。こうした「叩き合い」とし

ての「互怼（“Hudui”）」について、Zhao（2020）は中国のオンラインコミュ

ニケーションにおける意味を次のように定義している。“Doing “banter” or 

reciprocal jocular abuse among friends”（「友人間で行われるからかいや、相互

的に行われる遊びの攻撃」（p. 48）。このような「互怼（“Hudui”）」実践の連

鎖的な特徴として、Zhao（2020：59）は次のように説明している。第一に、

「二人の友人（Aと B）が遊びの攻撃（“jocular abuse”）で相互に侮辱する

（“engage in mutual offence”）」ことである。第二に、「Aが遊びの攻撃を始め

ると、Bには攻撃で応答することが期待される。また Bの反応そのものも

次の遊びの攻撃のトリガーとして見られ、さらなる遊びの攻撃の連鎖を順番 

に導くことができる。その次も同様である。そのため、儀礼としての『互

怼（“Hudui”）』は、一連の、侮辱と応答としての侮辱のくり返し（“series of 

repetitive insult and counter-insult sequences”）である」。第三に、「Aと Bは笑

いの絵文字を使用し、遊びの攻撃を本当の攻撃として捉えず、本気でないも

のとして捉えることを志向する。そのため、儀礼としての『互怼（“Hudui”）』

はオンライン参与者の協働構築である」としている。

以上では、中国語オンラインコミュニケーションにおける遊戯性への顕著

な志向性、そしてその表れとして本稿と緻密な関連性のある遊び的な相互攻

撃としての「互怼（“Hudui”）」連鎖を紹介した。これまでの中国語のオンラ

インコミュニケーションに関する研究は、特定の場面における言語ストラテ

ジーの出現頻度による数量的な対照や、参与者の歴史的文脈を考慮にいれ

ず、断片的な紹介にとどまっている。上記で概観した先行研究のなかで本稿

の議題に最も近い Zhao（2020）でも、SNSとしての Q-zoneのコメントに現

れたやりとりを分析対象としており、インスタントメッセンジャーにおける

同期性が高いコミュニケーションは考察されていない。また、Zhao（2020）

の論述では、「互怼（“Hudui”）」連鎖をテキストメッセージを中心に指摘し
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ているが、オンラインコミュニケーションを議論するうえで欠くことができ

ない絵文字や GIFといった図画的資源についての検討は足りない。オンラ

インにおける「互怼（“Hudui”）」にはほかにどのようなバリエーションがあ

るかを本稿では分析、考察する。

本稿では Zhao（2020：49）を参考に、「互怼（“Hudui”）」の連鎖を次のよ

うに定める。①参与者 Aがメッセージを送る。②そのメッセージに対して

参与者 Bが遊びの攻撃 （6）を行い、「互怼（“Hudui”）」をはじめる。③その遊

びの攻撃に対して参与者 Aが（後続連鎖で）カウンターアタックを行う。

④参与者が記号資源の使用または後続の連鎖で、①～③が本気でない（つま

り遊びである）ものとして捉えることを志向する。

３．データ概要

現代社会における対人コミュニケーションを語るうえで、インターネット

やインスタントメッセンジャーを介した非対面式のコミュニケーションは

もはや欠かせない存在である。そのため、本稿では、Wechatにおける文字

チャットによるデータを言語人類学者のハイムズが提唱する「ことばの民族

誌」（井出ほか2019：11）の観点から分析する。本章の分析に使用するデー

タは、2016年４月から2017年３月までの期間、筆者が就学先で所属していた

中国人留学生コミュニティーによるWeChatのチャット記録から抽出したも

のである。WeChatのチャットグループのメンバーは14人の中国語母語話者

である。メンバーは、2016年４月から７月まで同じ大学の寮に住んでいた。

日常的な助け合いから他愛ない雑談までチャットグループで日々やりとりし

ていた。また寮メンバーが2016年７月に寮施設から退去した後も、一部のメ

ンバーはシェアハウスへ引っ越しそれまで通りの関係性を続けた。本稿の事

例に登場する各参与者は、14人のうち、A、B、C、Ｄ、Eの５人で、Aは女

性、B、C、D、Eは男性である。当時、全員20代だった。チャット内容の利

用と公開については参与者の了承を得ている。

本稿で使用したチャットの事例は、2016年参与者が寮で知り合った対人関

係の初期とその後の2017年にシェアハウスに移った後に行われたものである。 
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WeChatのチャットルームの吹き出しを一回のチャットとして数えると、合

計26回のチャットが交換されていた。三つの事例のうち、事例１は、先述し

た寮内のチャットグループによるものである。事例２と事例３は、参与者が

引っ越しした後、新たに立ち上げたチャットグループにおけるやりとりである。

４．事例分析

本稿では紙幅の都合上、Wechatのスクリーンショットではなく、チャッ

ト内容に基づいた和訳付きの書き起こしを示す。

事例（1）のチャットの前日、４月16日の夕方に、大学側が全学の留学生

向けに歓迎会を催し、寮メンバーもそろって参加した。歓迎会が終わって寮

に戻った後、一部の寮メンバーは一階のリビングルームで二次会を行った。

ところが、４月16日の夜中から４月17日の午前中にかけて、台風並みの強風

が吹いた。そのため、朝早く目覚めたメンバーもいて、チャットグループで

は、朝から、風や地震などの話題で一時的に賑わっていた。そのなかで、昨

日（４月16日）の二次会は何時まで続いたのかという質問を契機に、チャッ

トの話題は昨夜の二次会に移行した。二次会に参加した Aが、そこで気づ

いたことを送信したメッセージが、事例（1）の１行目である。この事例で

は、２行目の Cと４行目と、５行目の Aの「互怼（“Hudui”）」に注目する。

以下の事例で、「互怼（“Hudui”）」を始めたターンは “initial” で、それに対

抗する形で発された応答のターン、いわゆる、「互怼（“Hudui”）」連鎖の第

二部分 （7）は、“counter” と表記する。

事例（1）

2016/04/17 9:49

01　A：昨天那个外国人原来是埃及的！！

　　   　昨日のあの外国人はエジプト人だったんだ！！

02➡C：你傻啊　　　　　　　　　　⬅ initial

　　   　おまえバカじゃないの

03　E  ：听到要 drinking game 我就默默地逃跑了



- 153 -

　　   　drinking gameって聞いて僕はこっそり逃げた

04➡A： 　  　 　　　　　　　
⬅ counter

05➡A：你才傻！

　　   　おまえこそ本当のバカだよ！

06　C：昨天12点的时候　被一个从未见过的人吐槽了

　　   　昨日夜中12時頃、（みたことのない）知らない人に怒られた

07　A：我要再睡一个小时的回笼觉

　　   　もう一時間ぐらい寝る

08　A：哈哈哈哈哈哈哈哈哈说你傻啊

　　   　ハハハハハハハお前がバカって（その人が）言ったのか

09　C：说我们太吵

　　   　うるさいって（怒られた）

まず１行目から５行目までの Aと Cのやりとりに注目する。１行目で A

は、「昨天那个外国人原来是埃及的！！（昨日のあの外国人はエジプト人

だったんだ）」と昨夜自分が一緒にいた相手への国籍情報への気づきを発し

ている。それに対して、Cは「你傻啊」（お前ばかじゃないの）（２行目）と

応答した。ここで Cは二人称の「你」を用いて Aを指し示し、さらに罵り

語の「傻」（ばか）を使って Aに対して「互怼（Hudui）」の “initial” を始め

ている。同時に２行目のこのメッセージには、１行目で Aによって提供さ

れた情報（あの外国人はエジプト人なんだ！）は新情報としての価値が低

く、「そんなのとっくに知っていたよ」という Cのスタンスが感じられる。

その後、このように開始された「互怼（Hudui）」は、３行目の Eのメッセー

ジを経て４行目から Aが応答する。後続の４行目と５行目で、Aは皮肉を

表す笑顔の絵文字に、「你才傻！」（お前こそ本当のバカだよ！）と送信して

いる。この絵文字に関しては詳しく後述するが、４、５行目の Aのメッセー

ジは、いずれも Cに対する応答的返しであり、「互怼（“Hudui”）」連鎖の第

二部分を完成させていると考えられる。

４行目で Aが送った笑顔の絵文字は、特に若年層による中国のオンラ
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インコミュニケーションにおいて、「皮肉」、「嘲笑」といった顕著に対立

的な意味合いを表すことができる記号とされる（娄2018、王2017：48な

ど）。こうした対立的な意味合いから、４行目の Aの返信は、自身が前日

の二次会から抜けた理由を叙述している３行目の Eのメッセージに対する

返信としては考えにくい。４行目で Aは、２行目の自身に向けられた「互

怼（“Hudui”）」の “initial” を受け取り、笑顔の絵文字を用いてその第二部

分 “counter” を開始していると考えられる。注目すべきは続きの５行目で、

Aが２行目の Cによって送られたメッセージと同様に、二人称の「你」と

形容詞の「傻」（ばか）を用いていることである。さらにここでは、陳述の

意味を強調する「才」（白水社中国語辞典オンライン）が用いられ、全体を

通して、Cによる２行目の言語資源を踏襲しながら、「おまえこそ本当のバ

カだよ」と Aが攻撃的なメッセージを返していることがわかる。このこと

から、４行目と５行目の Aによるメッセージは、視覚的には２行に亘って

いるが、４行目の笑顔の文字は、５行目のテキストメッセージと合わさって

「互怼（“Hudui”）」の第二部分の “counter” のターンを構成していると考え

られる。こうした「互怼（“Hudui”）」の連鎖を経た６行目以降のやりとりを

確認しても、このような「互怼（“Hudui”）」のやりとりが参与者の関係性に

ひびをもたらしている様子はうかがえない。６行目で Cは、「昨天12点的时

候 被一个从未见过的人吐槽了」（昨日夜中12時頃、見たことのない人に怒ら

れた）とサブトピックを提示し、７行目で Aは「互怼（“Hudui”）」が終わっ

たところで、「我要再睡一个小时的回笼觉」（もう一時間寝る）と一旦やりと

りから離脱することをほのめかすメッセージを送信している。しかし、その

直後、Aは８行目で、「哈哈哈哈哈哈哈哈哈说你傻啊」（ハハハハハハハお前 

がバカって（その人が）言ったのか）と、６行目の Cのメッセージに対し、

Cを揶揄しながら関与している。それに対して９行目で Cは、「说我们太

吵」（うるさいって怒られた）と返信している。

以上のように、遊びとしての対立である「互怼（“Hudui”）」の連鎖の後続

チャットを見ても、Cは先行文脈（昨日の二次会）に関連するトピックを提

供し続けてチャットを進め、Aは、一旦チャットから離脱の機会があったに
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もかかわらず、継続して Cを揶揄し関与している。このことから、Aと C

は「互怼（“Hudui”）」連鎖の後のやりとりでも滞りなく （8）チャットを交換

しており、「互怼（“Hudui”）」の実践が参与者の関係性に亀裂を生む様子は

うかがえない。次に、事例（2）でもう一つの「互怼（“Hudui”）」を考察する。

事例（2）では、E、B、D、３人がチャットしている。このチャットは

2017年３月４日に交わされたものである。このチャットの時点で、３人は寮

から引っ越しした後、同じマンションで半年以上一緒に暮らしている。メン

バーは声掛けせずに互いの部屋を往来し、外食を含めて週４回以上一緒に食

事をしていた。また、「今日の夕食はどうすんの？」といった会話を常々し

ていた。以下の事例（2）は Eがほかのメンバーを夕食に誘ったところから

始まる。この事例では、４、５、６、７、９行目の Dと Eの「互怼（“Hudui”）」 

に注目する。

事例（2）

01　E  ：晚上一起吃饭

　　   　夜一緒にご飯をたべよう

02　B：大家都在家？

　　   　みんな家にいる？

03　D：我在家大扫除

　　   　俺は家で掃除しているんだ

04➡D：你个 bitch　　　　　　　　　　　    　

⬅ initial
　　   　お前 bitchだ

05➡D：真轻松

　　   　実に気楽だね

06➡E  ：  [Sticker]　　　　　　　　 　

⬅ counter

07➡E  ：  
[GIF][F_word]
[傘を持ち上げる女性]  （9）
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08　B：勤劳哦

　　   　（衛生掃除に）熱心だね

09➡D：  [GIF][スマホを見て男性に頭を叩かれる女性] （10）

１行目でほかのメンバーを勧誘する Eのメッセージに続いて、Bは「大家

都在家吗？（みんな家にいる？）」とほかのメンバーは家にいるか否かを確

認している。２行目の Bのこの質問は、１行目の Eによる勧誘の達成に必要

な条件（勧誘される対象は勧誘に応じられるか否か）に触れていることから、 

１行目の Eの勧誘を促進しているといえる。この勧誘に対して、３行目で

Dは「我在家大扫除？」（俺は家で掃除しているんだ）と発した。それから、

４行目と５行目で立て続けに、「你个 bitchだ」（お前 bitchだ）（４行目）、

「真轻松」（気楽だね）（５行目）と発し、「互怼（“Hudui”）」を始めた。ここ

では、先行文脈の１行目と２行目には Eと Bの二人の発話があったため、

４行目の Dの発話にある二人称単数の「你」は、誰を指し示すものかはこ

の時点で明確ではない。ただし５行目の「気楽だね」という評価から考える

と、Dは、「掃除している私」と対照的に、「掃除しないで晩御飯のことを考

えているあなた」と二人称の指示対象を位置付けた強調的対比と考えられ

る。つまり、１行目で晩御飯の勧誘をした Eがその二人称の指示対象とい

うことになる。実際、６行目、７行目で Eが立て続けに発したスティッカー

と GIFからも、Dによる４と５行目のメッセージを、Eが自分に向けられた

ものととらえていることがわかる。ここでは、前の事例と同じように「互怼

（“Hudui”）」が構築されている。しかし、この事例では、前の事例に比べて、

連鎖の構成と連鎖を構築する際に使用される記号資源が特徴的である。

先述したように、４、５行目では、Dは Eの勧誘（１行目）を逸脱的な

ものとして捉え、英語の “bitch” を用いて「互怼（“Hudui”）」を始めている。

また５行目の中国語の形容詞「轻松」（気楽だ）は、４行目の発話にある二

人称「你」の指示対象の様態を表しているため、４、５行目の発話が合わ

さって一文であると考えられる。そのため、この事例では「互怼（“Hudui”）」
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の “initial” は４、５行目の発話によって構成されている。それに対して、６、

７行目で Eは、スティッカーと GIFを用いて応答している。

両者の中身を確認すると、ここでのスティッカーのキャラクターの表情

は、眉毛をひそめ不愉快な表情を示している。また、７行目では、「F-word」

を示唆する GIFが送られている。この７行目の２秒程度の GIF動画の最初

の画面は、黒い服を着た女性が真正面を見つめており、その後持っている黒

い傘を徐々に持ち上げる。傘を地面と水平の位置まで持ち上げると、女性の

手の動きが一旦止まり、その後カメラに向けて一気に傘を開く。開いた傘

の表面には、「F-word」を表す中指を立てる写真が確認できる。オンライン

文字チャットではスティッカーのサイズの大きさによってより強力で顕著

な送り手の情緒的表出ができると指摘されている（Konrad, Herring, & Choi 

2020：224）。視覚的にサイズが大きく、最後まで閲覧して劇的に攻撃的内容

が呈示される本事例の GIF動画の使用は、絵文字やスティッカーよりも受

け手へのインパクトが強いと考えられる。この事例で Eは６、７行目で、

スティッカーと GIF動画を使用して Dに応答し返し、「互怼（“Hudui”）」

の “counter” を完成させていると考えられる。なお、この事例には「互怼

（“Hudui”）」における、相手のチャット内容における言語資源を利用したく

り返しがないようにみえる。しかし、本事例の４行目と７行目の記号資源

（文字と GIF）が指標する内容（「bitch」と「F-word」）は、異なることばで

ありながら、同じく中国語から英語のタブー表現に切り替えた「コードス

イッチング」（林2008：230）による反復が見られたと言える。７行目後続の

チャットをみてみると、８行目で Bは、「勤劳哦」（掃除に熱心だね）と D

を褒めている。６、７行目の Eの応答に対して、９行目で、Dは袋で頭を

叩かれて思わぬショックを受ける女性の GIF動画を送信し、７行目の Eに

よる「互怼（“Hudui”）」の “counter” に対して、さらなる反応を返している

ものと考えられる。この意味で、この事例の「互怼（“Hudui”）」の連鎖は拡

張され、９行目まで「互怼（“Hudui”）」が続いている。しかし、後続のさら

なる反応は来ておらず、この事例のやりとりは一旦９行目で収束している。

アメリカのオンラインコミュニケーションの GIF使用を研究する Tolins & 
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Samermit（2016：79）が指摘したように、チャットのやりとりにおける連鎖

の第二部分が産出された後、そこから拡張して産出された三つ目のターンに

おける GIFは、チャットの終了を表示できるという。本稿のこの事例の９

行目も、同じく GIFによってチャットの終了が示された事例だと考えられ

る。この事例では、９行目の GIFでチャットが収束したため、後続のやり

とりを参照して、参与者の当該やりとりに対するスタンス（遊び/対立のど

ちらとして捉えているか）を検討しにくいが、GIF動画そのものに内包され

る遊戯性（Konrad, Herring, & Choi 2020）が、「互怼（“Hudui”）」連鎖の理解

において顕著に働きうると考えられる。

以上の二つの事例では、「互怼（“Hudui”）」連鎖の構築が成功した事例を

考察してきた。次に、「互怼（“Hudui”）」連鎖の構築が成功していない事例

を提示し、「互怼（“Hudui”）」連鎖の特徴を炙り出す。事例（3）の５行目

以前のやりとりでは、Dがインターンシップで応募する会社の画像情報を

チャットグループに送信し、その後 Aによる「什么公司这是」（それどこの

会社）という質問に対して、Dは先の画像に社名が既に入っているとし、A

に会社名を当てるように促している。それを受けて間違った回答をした４行

目の Aの回答に対して、５行目で Eが反応する。

事例（3）

2017/07/10 16:39

05➡E  ：没文化真可怕

　　   　無知って怖いね

06➡E  ：你怕是毕业堪忧  

　　   　お前卒業やばいかも

07　D：[会社名]

2017/07/10 16:54

08　A：    

09➡A：我是没文化  　但是能不能毕业不用你操心了 

　　   　確かに私は無知である　だけど卒業できるかどうかはご心配なく
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2017/07/10 17:06

10　E  ：晚上一起吃饭哈

　　   　夜一緒に晩御飯たべようね

11　E  ：开玩笑的

　　   　冗談だったんだよ

12　E  ：别当真哈＠A

　　   　真に受けないでね＠A

５行目と６行目で Eが「没文化真可怕」（無知って怖いね）、「你怕是毕业

堪忧」（お前卒業やばいかも）と、先行文脈で正解を出せなかった Aをけな

している。６行目では、「お前卒業やばいかも」という文字メッセージとと

もに、微笑の絵文字が二つ付けられている。微笑みを表す絵文字は、中国

のオンラインコミュニケーションの社会的文脈において記号通りの意味と、 

皮肉的意味合いを表す「呵呵（hehe）」の場合がある（王2017：48）。娄

（2018：34）は、20代～40代、173人の中国語母語話者を対象に調査を行った

結果、「呵呵（hehe）」が使用された場合、適当な対応や嘲笑と皮肉として理

解した協力者が８割を超えていると報告している。このことから、６行目の

絵文字は、文字テキストによる相手へのけなしの度合いを強めている皮肉

的な使い方だと考えられる。これに対して Aは、８行目と９行目で「呵呵 

（hehe）」の絵文字を四つ連発し「我是没文化　但是能不能毕业不用你操心了」 

（私は無知なのである。だけど卒業できるかどうかはご心配なく）と Eに反

駁している。ここまでは、一見嘲笑と皮肉の記号を送った Eに対して、A

も同様な記号を送信して攻撃しかえしており、先述の事例に共通した部分が

ある。しかしこの事例では先般の事例と根本的に異なる二点がある。第一に、

５行目で自身の能力資質を否定し、攻撃してきた Eに対する Aの９行目の

応答の仕方である。先述した二つの事例では、いずれも相手が仕掛けてきた

非難や攻撃を、受け手が受け入れずにそのまま攻撃しかえしていることが

特徴的である（「傻（ばか）」vs「你才傻（おまえこそばかだよ」（事例１）、

「bitch＜Text＞」vs「F_word＜GIF＞」（事例２））。これに対して、事例（3）
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では、Aは９行目でまず「我是没文化」（確かに私は無知である）と相手の自 

身に対する資質能力の否定を一度受け入れた上で、「但是能不能毕业不用你

操心了」（だけど卒業できるかどうかはご心配なく）と送信している。つまり、 

ここでは、先般の二つの事例と同質な “counter” が来ておらず、「来るべきこ 

とが来ていない」ことから、本質的な対立のニュアンスにつながることが考

えられる。第二に、およそ12分間の間隔をあけた後の Eによる10行目からの 

一連の応答を見てみると、Eはまず「晚上一起吃饭啊」（夜一緒にご飯たべ

よう）（10行目）と Aをご飯に誘い、それから「开玩笑的」（冗談だったんだ 

よ）と先行文脈（５、６行目）における自身のメッセージは冗談であったと

説明している。その後12行目で Eは＠マークの機能 （11）を使用し、Aにメッ

セージを直接宛てる形で「别当真哈＠A」（真に受けないでね＠A）と Aを慰 

めている。つまり、８、９行目の Aのメッセージが遊びではなく、本気で

あると E自身が捉え、後続の連鎖で Aとの関係性を挽回しようとしている

ことがわかる。事例（3）では、遊びの攻撃へ応答としての “counter” が来

ていない点、さらに攻撃に対する相手の応答が産出された後の連鎖の特徴か

ら、「互怼（“Hudui”）」連鎖の構築が成功していない逸脱例として考えられる。

５．考察

４節では、三つの事例を用いて、中国語のオンラインコミュニケーショ

ンに現れる「互怼（“Hudui”）」を記述、分析した。事例（1）と事例（2）か

らは、「互怼（“Hudui”）」連鎖には、①“initial” と “counter” というペアとし

てのやりとり、②記号資源の形態は異なるものの、“counter” の発話では、

参与者が先行文脈における “initial” の発話をエスカレートして返している

こと、③対を為し、（絵文字、GIFを含む）多様な記号資源の対応的な使用

によって共同構築されている、という３点の特徴を明らかにした。特に③

に関しては、主にテキストメッセージを中心に「互怼（“Hudui”）」を分析し

た Zhao（2020）の知見を発展させものである。また、チャットグループで 

２行にわたるメッセージが合わさって “initial” あるいは “counter” のターン

を構築するという多様な連鎖的特徴も考察した。さらに、事例（3）の逸脱
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例を取り入れ、「互怼（“Hudui”）」が成立していない事例の連鎖的特徴は、

「互怼（“Hudui”）」が成功した場合と異なることを指摘した。本稿において、

「互怼（“Hudui”）」連鎖が成り立った事例では、一見攻撃的なペアとしての

「叩き合い」が交換されたが、参与者同士の関係性にひびが入っていないこ

とを、「互怼（“Hudui”）」連鎖が交換された後のやりとり、もしくは図画的

資源の使用を通して論述した。また、罵り語の掛け合いや、英語による侮辱

の記号の送信は、一見「礼儀が欠けている」。こうした一見「礼儀が欠けて

いるやりとり」が、関係持続が必要な友人同士間で日常的に生起しているこ

とは、その背後に「親しき仲こそ礼儀なし」 （12）という中国語社会の対人関

係の規範が存在する可能性が示唆されたと言えよう。この点に関しては今後

事例を増やしてさらに検証を深める余地があるが、「親しき仲にも礼儀あり」

を唱える日本語コミュニケーションと対照的な位置付けにあると考えられる

ため、日中の異文化コミュニケーションへの示唆、ひいては日本語コミュニ

ケーションのあり方を考える礎として本稿を位置付けたい。

注

（1） WeChat（「微信（WeiXin）」）は、中国の Tencent社によって開発され、2011年１月

21日に運営を始めた。中国大陸で最も広く利用されているインスタントメッセン

ジャーであるとされ、テキスト、音声メッセージやビデオ通話、写真や文字を投

稿することなど、LINEやWhatsAppと共通する機能が多い（Sandel et al. 2019：

231–233、ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/WeChat 2022年９月24日閲覧）。

（2） 「微博（Weibo）」とは、Twitterと Facebookの要素を合わせ持つ中国のウェブサ

イトであるとされている。（ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/新浪微博  

2022年11月３日閲覧）

（3） 中国のオンラインコミュニケーションでは、絵文字、スティッカー、GIFといった 

ビジュアル資源は「表情包（biao qing bao）」（表情のパッケージ）と呼ばれている。

（4） 「Q-zone」とは、中国のソーシャルネットワーキングサービスである。ブログ、

日記の執筆、写真を友人とシェアし、投稿内容に対する友人からのコメントを

チェック、返信する機能がある（https://ja.wikipedia.org/wiki/QQ空間 2022年８月

https://ja.wikipedia.org/wiki/WeChat
https://ja.wikipedia.org/wiki/新浪微博
https://ja.wikipedia.org/wiki/QQ空間
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13日閲覧）。

（5） ここで、「からかい」ではなく、「叩き合い」と訳すのは、「互怼（“Hudui”）」行為

の「攻撃性」、「相互性」の性質を踏まえた結果である。本稿では紙幅の関係で言

及できないが、対面の場合にも「笑う」といった合図が少なく、その行為に徹底

している場合があるため、一般的に笑いなどの合図が顕著に伴われる「からかい」

と区別する。

（6） 本稿では各種の記号表現を使用し、一見相手に罵りや、貶めや非難などの否定的

な態度を仕向けるものを「遊びの攻撃」とする。

（7） ここでは、会話分析における「隣接対（“Adjacency pair”）」（串田ほか2017：79）

の概念を援用している。本章における「互怼（“Hudui”）」の連鎖は、異なる話者に

よって発される二つの発話であり、隣りあう関係を持つ。「互怼（“Hudui”）」の開始

の発話の直後に、それに対抗する応答の発話が現れ、順序づけられている。さらに、

Zhao（2020：59）の知見を踏まえると、親和的関係性における「互怼（“Hudui”）」 

の攻撃に対する攻撃の返しは、中国社会において選好の反応として考えられる。

（8） 「滞りなく」とは、「来るべきものが来ていない」という状況が起こっていないこ

とを指す。「来るべきものが来ていない」とは、例えば参与者が話題を進めるべ

きところで、お詫びを要求することなどが挙げられる。

（9） 「GIF（傘を持ち上げる女性）」：正確な発祥元は不明だが、調べた範囲では次の二

通りの可能性がある。1. Doug Souza Souza (2016, April 7). Cotoco no guarda-chuva 

[Video]. YouTube. https://www.youtube.com/watch?v=0be7oDb_O_c; 2. Umbrella (guest) 

(2017, Feb 11). Umbrella-middle-finger Rude Umbrella [Online GIF]. Forgifs.com. http://

forgifs.com/gallery/v/Funny/Umbrella-middle-finger.gif.html（2022年３月11日閲覧）

（10）「GIF（スマホを見て男性に頭を叩かれる女性）」：正確な発祥元は不明である。次

のウェブサイトからの援用であることが推測される。[Untitled GIF of a man and a 

woman]. http://forgifs.com/gallery/main.php（2022年３月11日閲覧）

（11）「@＋ユーザー名」でメッセージを向けられた相手のスマートフォンではチャッ

トルームの一覧表に、「あなたがメンションされました」という赤字が表示され

る。WeChatのグループチャットで相手の関与を求める最も強力な手段である。

（12）ここでは、日本語コミュニケーションの「親しき仲にも礼儀あり」と比較して提

https://www.youtube.com/watch?v=0be7oDb_O_c
http://forgifs.com/gallery/v/Funny/Umbrella-middle-finger.gif.html
http://forgifs.com/gallery/v/Funny/Umbrella-middle-finger.gif.html
http://forgifs.com/gallery/main.php
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出した相対的な概念である。ステレオタイプとして中国語コミュニケーションが

「全く遠慮しない」ということを示す意図はない。 
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